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各小段落は、神を意味する「父」（2, 11, 13節）、(evpi)di,dwmi（与える［3, 7, 8×２, 9, 

















































表現（9, 10節）は直前の譬えの内容を思い起こさせ、11節の ti,na ))) evx u`mw/nは5
節の ti,j evx u`mw/nと共鳴している。また、aivte,w（求める［9, 10, 11, 12, 13節］）及











　冒頭の序（1節）は、≪kai. evge,neto evn tw/| ＋主語を伴う不定詞≫（9:18, 29, 33; 
11:1; 14:1; 17:14; 19:15; 24:4, 15, 30参照、特にkai. evge,neto evn tw/| ei=nai auvto.n evn ))) 
proseuco,menonは9:18と一致）、w`j ))) evpau,sato（5:4参照）、≪le,gwに類する動詞＋
前置詞pro,j＋対格≫（新約用例169回中ルカ文書に149回使用）等のルカ的表現
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Fitzmyer, op. cit., p. 913はこの箇所をＱ資料に帰している。
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と見なすことは珍しくなかったが（申32:6; イザ64:1; マラ1:6; ソロ詩14:3; Ⅲマカ
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3 3 3 3 3
（e vfV hm`a /j）来るように」との異文があり、また写本700及び162には「あなたの聖
霊が私たちの上に到来し、それが私たちを清めるように」（e vlqe ,tw to . pneu /ma sou to . a ]gion 




中にもこの読みを支持する者が少なくない（Loisy, op. cit., p. 315; Ott, op. cit., pp. 112-122）。
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例についてはCatchpole, op. cit., pp. 409-411参照。
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きまで教会が必要とする聖霊であることを明らかにしている（24:49, 使1:5, 8; 2:4, 
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